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原田 悦子 ――――――――――――――――――――――― Profile
　筑波大学大学院博士課程心理学研究科修了（心理学専攻・教育学博士）。日本アイビーエム（株）東京基
礎研究所（認知工学グループ）での3年間の研究員生活の後、法政大学社会学部を経て、現在筑波大学大
学院人間総合科学研究科（人間系心理学域）教授。
　人間の頭の中の働きを機能面からとらえる認知心理学・認知科学をベースとするが、仮説実証的な実験室
研究と、現実の機器システムを対象とし「人にとっての使いやすさ」を実証的に明らかにしていくフィールド研究
（認知工学）とを車の両輪として進めていくことが、真に役に立ち、かつ意味のある心理学研究への道」と信じ
て研究を進めている。




